













































模に盛り上がり、民主化運動としての性格を有するようになった。しかし、同年 9月 18日、  そ
の盛り上がりは国軍によって押しつぶされ、軍事政権が全権を掌握するに至る。国軍幹部 19
名(のち 20名)から構成された軍事政権は、国家法秩序回復評議会 (State Law and Order Resto-
ration Council: SLORC) と名乗り、その名称からも、彼ら自身の出した公布からも、「治安回復
を主務とする暫定政権」というメッセージが読み取れた。しかし、SLORC が民政移管を行う
ことは最後までなかった。
9年たった 1997年 11月 15日、SLORC は突如、国家平和開発評議会 (State Peace and Devel-











担った国民民主連盟 (National League for Democracy: NLD) が、書記長アウンサンスーチーを
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の 4強を占めて第一党となった政党 NLD を、まったく信頼していないということを表明して
いるにほかならない。NLD は当然こうした軍政の態度に反発したが、軍政当局は当選議員や
党員の逮捕・資格剥奪というやり方で NLD の抵抗を封じ込めた。10年たった 2000年 5月 27
日現在、資格を剥奪された当選議員は 185人にのぼり、その大半が NLD 所属である。死亡し
た議員や、当局の圧力に屈して辞任した者も含むと、現在の NLD 議員は 110人に過ぎない
(当選した NLD 議員総数のわずか 28%)。















局に対し前提条件なしの対話を申し入れてきた。特に 1995年 7月にアウンサンスーチーが 6
年ぶりに自宅軟禁から解放されると、対話への姿勢を強めた。しかし軍事政権のあいまいな対
応のため、公式対話は実現せず、逆に軍政による NLD 抑圧が強まっていった。何度も申し入









and Development Association: USDA) に集会を開催させアウンサンスーチーの国外追放を決議
させるなど、2年以上にわたり NLD に対する徹底した嫌がらせを続けた。ただし、  2000年 10
月以降、状況は少し変わってきており、軍政側が姿勢を転じ、アウンサンスーチーとの直接対
話を開始、双方の信頼回復・信頼醸成の努力がなされていると伝えられている(このことの確






































業投資総額は大幅に減っていった9)。GDP 成長率は 5% 台に低下し、年率 40% 台のインフレ
が進行、また外貨準備高の不足にも見舞われた。この状況は ASEAN 主要国が経済回復を見せ
始めた 1999年以降も基本的に変わらず、ビルマは政治面のみならず経済面においても深刻な







































































































軍政によって政党結成の権利が認められた同月下旬、ティン・ウー (Tin U) 元国防大臣、アウ
ンヂー (Aung Gyi) 元准将らと共に前節で触れた NLD を結成し、書記長に就任する(アウンヂー
はその後脱党)。NLD は結成当初からその反軍政姿勢の強さのため当局によって極度に警戒さ













1995年 7月 10日の自宅軟禁解放後、NLD 書記長に復帰した彼女は、改めて軍事政権に対す
る無条件の対話申し入れをおこなう一方、定期的に自宅前で市民向けの演説会を開催した。ま
た、NLD の制憲国民会議ボイコットを指導したり、ヤンゴンを出てカレン州のリベラルな僧
侶ターマニャ・サヤードオ (Tamanya Hsayadaw) のもとを訪ねるなど、積極的に動いた。軍事
政権はしかし、彼女との対話には応じず23)、1996年 9月以降、自宅前での演説会を禁じて彼女
















































この引用からわかることは、アウンサンスーチーの言う freedom from fear が、各人の権利




























































































































































































































が成功を収めるためには、一人一人に責任があるのです。」(1988年 12月 11日、NLD カ
マユッ郡支部開所式での党員向け演説より)45)




























































































































































2) これについては、Gustaaf Houtman, 1999, Mental Culture in Burmese Crisis Politics: Aung San Suu Kyi and
the National League for Democracy, Institute for the Study of Languages and Cultures of Asia and Africa,
Tokyo University of Foreign Studies において詳細に分析されている。
3) アウンサンスーチーについて論じた拙論として 2点を挙げておく。





























10) この間のアウンサンに関する詳細は拙著 1996 (前掲)、140–191頁、を参照のこと。
11) この間の話が、アウンサンスーチーと親交のあったビルマ人女性マ・タンエイによ って記されてあ
る。Ma Than E, “A Flowering of the Spirit: Memories of Suu and Her Family”, in Aung San Suu Kyi (edited
by Michael Aris), 1991, Freedom From Fear and Other Writings, Penguin Books, pp. 250–251.
12) Michael Aris, “Introduction”, in Aung San Suu Kyi, 1991 (前掲)，p. xvii
13) アリス氏は、1988年に妻がビルマの民主化運動に指導者として関わり始めて以来、自らがガンで死





14) このテーマを扱った彼女の論文がある。Aung San Suu Kyi, “Intellectual Life in Burma and India under
Colonialism”, in Aung San Suu Kyi, 1991 (前掲)，pp. 82–139.
15) Michael Aris, “Introduction”, in Aung San Suu Kyi, 1991 (前掲)，p. xvi
16) この本と同じ内容のものが、Aung San Suu Kyi, 1991 (前掲)，pp. 3–38に “My Father” という題で掲
122
載されている。
17) 筆者がビルマ留学中の 1986年 7月 22日、日本での研究調査を終えて英国への帰路途上ビルマに短期
滞在していたアウンサンスーチーとヤンゴンの自宅で会ったとき、三島の作品のファンであること、
それらを原書で読んでいることなどを本人から聞いて確認した。





22) Michael Aris, “Introduction” (前掲), p. xxii.





25) Aung San Suu Kyi, 1997, The Voice of Hope: Conversations with Alan Clements, Penguin Books, pp. 25–26 に
て彼女が自ら事件について説明しており、それを参照。Philip Kreager, “Aung San Suu Kyi and the
Peaceful Struggle for Human Rights in Burma”, in Aung San Suu Kyi, 1991 (前掲) pp. 305–306 にも事件の
経緯が紹介されているが、彼女自身の説明とは細部において異なる。
26) Aung San Suu Kyi, 1991 (前掲)。日本語版は、ヤンソン由美子(訳)、1991、『自由』、集英社。
27) Aung San Suu Kyi, “Freedom from Fear”, in Aung San Suu Kyi, 1991 (前掲)，p. 180–185 参照。邦訳はヤ
ンソン由美子(訳)、1991(前掲)のほか、次の拙訳がある。根本敬(訳)、1991、「恐怖からの自由」、雑
誌『世界』1991年 10月号、岩波書店、178–182頁所収。
28) Aung San Suu Kyi, “Freedom from Fear”, in Aung San Suu Kyi, 1991 (前掲)，p. 181.
29) Aung San Suu Kyi, “Freedom from Fear”, in Aung San Suu Kyi, 1991 (前掲)，p. 183.
30) 伊野(編訳)、1996、『演説集』 (前掲)、182–183頁。










39) Aung San Suu Kyi, 1997, The Voice of Hope (前掲), pp. 29–30
40) たとえば、Aung San Suu Kyi, 1997, The Voice of Hope (前掲), pp. 7–10。なお、Gustaaf Houtman, 1999
(前掲)の巻末 Appendix 2 (NLD activists: quotations and criticisms) pp. 355–384 に引用・紹介されてい
る数々の彼女の発言の中にも、この傾向ははっきり読み取れる。
41) 伊野憲治、「解説にかえて : 真理を唯一の武器として」、伊野(編訳)、1996、『演説集』(前掲)、286
頁。
42) Gustaaf Houtman, 1999 (前掲) Appendix 2, p. 357 〈C16〉 に紹介されている彼女の発言、および Aung
San Suu Kyi, 1997, The Voice of Hope (前掲), p. 59を参照のこと。
43) アウンサンスーチー(著)、土佐桂子・永井浩(共訳)、1996、『アウンサンスーチー: ビルマからの手
紙』、毎日新聞社、42–46頁。
44) 長崎暢子、1996 (前掲)、39頁、および M. K. ガンディー(著)、 田中敏雄(訳注)、2000、『ガンディー
自叙伝 1』、東洋文庫 671、平凡社、130–136、 224–249、 281–286頁を参照。
45) 伊野(編訳)、1996、『演説集』(前掲)、101–102、 105–106頁。
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46) 伊野(編訳)、1996、『演説集』(前掲)、112頁。
47) 伊野の引用からそのまま借用。伊野(編訳)、1996、『演説集』(前掲)、286頁。『ヒンドゥー・スワ
ラージ』の内容については、長崎暢子、1996 (前掲)、102–112頁を参照。
48) 伊野(編訳)、1996、『演説集』(前掲)、170頁。
49) 伊野(編訳)、1996、『演説集』(前掲)、171頁。
